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Ⅰ 令和元年度 病院事業報告について 

Ⅱ 令和２年度  病院事業計画について 

Ⅲ 半田病院「新公立病院改革プラン」検証 

  その他 

議事要旨  次のとおり 

 



令和２年度 半田病院経営委員会 会議録 

【１４時開会】 

１．開会（逢坂課長） 

２．管理者あいさつ（須藤管理者） 

３．講演「コロナ感染が教えてくれた医療の役割」 

  講師 株式会社ホスピタルマネジメント研究所 

     代表取締役 谷田 一久 氏（～１５：２０） 

４．委員の紹介 

５．審議事項 

 Ⅰ 令和元年度 病院事業報告 

  １ 総括事項（西村主任報告） 

  ２ 入院・外来患者の動向（西村主任報告） 

    （１）入院患者数の推移（ 〃 ） 

    （２）新規入院患者数・平均在院日数・病床稼働率の推移（ 〃 ） 

（３）外来患者及び健診者数の推移（ 〃 ） 

（４）人口動態及び地域別外来患者実数の推移（ 〃 ） 

（５）徳島県西部医療圏におけるシェア（ 〃 ） 

  ３ 収支決算及び資金収支（西村主任報告） 

    （１）令和元年度 決算損益計算書（ 〃 ） 

    （２）比較貸借対照表（ 〃 ） 

    （３）令和元年度 病院事業決算明細書（ 〃 ） 

    （４）令和元年度 キャッシュフロー計算書（ 〃 ） 

（５）収支状況等の推移（ 〃 ） 

（６）人件費等の推移（ 〃 ） 

 

 

 

 

 

 

 

◎質疑等 



（中園委員長） 

 ありがとうございました。西村主任から令和元年度病院事業決算報告

をいただきました。西村主任の方からもありましたように、今、健診が

非常に伸びていまして、健診というのは地域の方々の健康維持・増進へ

も寄与できる事業であるとともに、今後、当院の経営基盤の一つとなる

重要な事業であると認識しております。現在、健診実施日の増加に向け、

協議をしているところでございます。 

 それでは、続きまして令和２年度病院事業計画について、ご報告をお

願いします。 

 

Ⅱ 令和２年度 病院事業計画 

  １ 事業計画（猪岡課長報告） 

  ２ 令和２年度 病院事業会計予算実施計画書（猪岡課長報告） 

 

◎質疑等 

（中園委員長） 

 猪岡課長ありがとうございました。令和２年度病院事業計画につきま

してご報告をいただきました。先程の谷田委員のご講演の中にもありま

したように、これから新型コロナウイルス感染症の影響によって、入院

・外来ともに患者数の減少は明らかでありまして、冬場にインフルエン

ザと流行期が重なった場合には、ひどく落ち込むことが予想されます。

それに対して対応できる、若しくは、安心な医療を地域の皆様に与えら

れる病院に変化していく必要があると感じています。 

それでは、最後の新公立病院改革プランの検証へと移りたいと

思います。  

 西村主任お願いします。  

 

 

 

 

 

 Ⅲ 半田病院「新公立病院改革プラン」検証 



１ 基本方針（西村主任報告） 

２ 地域医療構想を踏まえた役割の明確化（西村主任報告） 

３ 経営の効率化（西村主任報告） 

４ 再編・ネットワーク化（西村主任報告） 

５ 経営形態の見直し（西村主任報告） 

 

◎質疑等 

（中園委員長） 

 西村主任ありがとうございました。  

 報告にもありましたように、計画当初と比較すると医師数の減

少に伴い、若干の医療提供体制の縮小が見られます。また、医師

数の減少に関連して、前年度、谷田委員から助言をいただいた救

急患者の受入体制の強化においても、思うような成果は得られず、

救急患者受入件数は右肩下がりの傾向が続いており、早急な改善

が必要であると感じております。  

 どなたか、ご意見・ご質問等ございませんでしょうか。  

（谷田委員）  

 令和元年度の病院事業決算をお聞きしまして、令和元年度の純

利益は 8,047 千円であると、儲けすぎてもいけないし、赤字を出

しすぎてもいけない、公立病院としてはこれ以上ない理想的な結

果だと思います。年度途中にキャッシュが回らない事態となり、

90,000 千円の繰入補正予算を要求したと、収益補填ということだ

と思うのですが、全て基準内であると。ある程度の健全性は保た

れているような気がします。ただ、交付金の使い道としては少々

弱いですよね。特に、救急医療の実績が得られていない現状、こ

のあたり、もう少し適正な用途の再検証をなさった方がよろしい

かと思います。  

半田病院は、地域でも特殊性を持った医療機能がありますよね。

透析・内視鏡、更には、周産期・小児医療といった他の医療機関

では担えない医療を提供していると、こういった半田病院にしか

できないことを全面に打ち出しながら、また、これだけに偏らな

いこと。報告でもありましたように、総合病院である強みを活か



す、それこそが町民の皆様にとってより良い病院の在り方になっ

ていくと思います。  

（中園委員長）  

 ありがとうございます。地域の皆様方の期待に応えられるよう、

医療体制の維持・強化に努めて参りたいと思います。  

 他に何かございますでしょうか。  

（掛田委員） 

 西村主任から、診療材料費が前年度比大きく減少しているとご報告を

いただきました。患者１人当たりの診療材料費も減少傾向にあるのでし

ょうか。 

（西村主任） 

 診療材料費においては、手術件数の減少からか、入院では１人当たり

材料費は減少傾向にございます。ただ、外来においては、材料をあまり

使用しない内科患者数の減少が顕著であり、逆に、内視鏡や透析などの

材料を多く要する部門が上向きのため、外来の１人当たり材料費は増加

をしている状況です。 

（掛田委員） 

 ありがとうございます。三好病院においても、年々材料費の１人当た

り単価は増加をしている状況です。やはり、立地が徳島県西部というの

も、徳島県東部と比べると不利な条件の一つだと思います。是非、折り

合いが付きましたら、西部公立３病院の協定に示している「診療材料・

医療機器の協同調達」の実現に向け、取り組んでいければと考えており

ます。 

 西村主任にもう１点お伺いしたいのですが、半田病院さんの方で、本

当に小さいことでも構いませんので、経費削減に向け何か工夫をしてら

っしゃることがありましたら、ご教示いただきたいのですが。 

（西村主任） 

 まず、診療材料費においては、三好病院さん程のきっちりとしたＳＰ

Ｄシステムではありませんが、当院においても独自で作成したＳＰＤシ

ステムにて診療材料の管理をしております。診療材料は、１５年程前か

ら企業努力をお願いしており、現在、当院のみの力では下げ止まりの状

態で闇雲に動きますと、単価契約の増加を招く恐れがありますので、現



状は身動きが取れない状況でございます。これに変わる削減手段として、

今年度より消耗品のシステム管理に挑戦をしております。職員数も増加

してきており、使用する消耗品も自然と増加してきている状況で、この

１０年間で消耗品費は３０％超増加をしています。これを、抑えるため

の手段の一つとして、今回、消耗品のシステムを構築し、各部署の使用

履歴の迅速な把握による、削減策の提案に繋がればと考えているところ

でございます。 

（掛田委員） 

 ありがとうございます。三好病院においても、在庫管理や業務委託の

見直しに取り組んでおりますが、なかなか良い結果が得られていないの

が現状です。是非、情報共有ができればと考えております。三好病院が

一つ工夫していることは、輸液や診療材料を購入した際に出る段ボール

ですね、こちらを単に廃棄物として出すのではなく、廃品回収へ回すこ

とで、若干ではありますが利益になっております。無駄を無くしつつ、

利益が出るものは見逃さない、ご参考になればと思います。 

（中園委員長） 

 ありがとうございました。 

 平尾委員、お願いできますか。 

（平尾委員） 

 事業報告で地域包括ケア病床の稼働率が減少傾向にあるとお聞きしま

した。三野病院においては、地域包括ケアを病棟単位で運営しておりま

すが、当院においても年々稼働率の減少が顕著なものとなってきており

ます。これは、地域住民の皆様がお元気であるとの考え方もできるので

すが、やはり病院運営に大きく影響を及ぼす指標でございますので、早

急な改善が必要であると受け止めています。今後においても、このよう

な場を定期的に持ちながら、西部公立３病院で連携を深めていければと

考えております。 

（中園委員長） 

 ありがとうございます。当院におきましても、地域包括ケア病床の運

営は少々苦慮しているところでございます。地域包括ケアシステムの構

築に向け、引き続き連携の強化へ取り組んでいきたいと考えております。 

 他にどなたか意見ありますでしょうか。中矢委員どうでしょうか。 



（中矢委員） 

 人口が減少して病院経営だけでなく、地方の経済も成り立たなくなっ

てきつつあるところに、新型コロナウイルス感染症が猛威を振るい、そ

の速度は益々加速しつつあります。病院の運営資金は限られており、国

や地方自治体の資金力も枯渇してきています。地方で良好な運営を行う

ためには、お金が上手く地域で回ることが必要と思われます。今後、病

院や地方公共団体が生き残っていくためには、限られた資金を十分以上

に活用することを考える必要があると考えます。 

（中園委員長）  

 ありがとうございます。  

 続いて、仁木委員お願いします。  

（仁木委員） 

 外科は、従来の２名体制から、平成２８年度末の人事異動に伴い、平

成２９年度から私１名での体制が続いております。これまで、患者数の

維持に努めて参りましたが、令和元年度は大きく減少する結果となり、

体力的に少々厳しくなってきているというのが本音でございます。救急

患者の受入件数も減少傾向にございますが、現在の医療は、非常に機能

分化が進んでおり、治療一つ一つに細かな専門分野が発展してきており

ます。患者さんがより良い適切な医療をお受けしていただくといったこ

とを考えると、全ての救急をお受けすることは難しくなってきていると

いうのも現状です。今後は、若干の診療体制縮小も視野に入れながらも、

他の診療科との連携を密に、病院運営に携わっていければと考えていま

す。 

（中園委員長） 

 ありがとうございます。仁木委員には、外来・入院・手術と１名体制

で対応をしていただいており、早急な体制改善が必要と感じております。 

 続いて、住民代表の竹田委員お願いできますか。 

（竹田委員） 

 本年もこのような会にお招きいただき、ありがとうございます。何か

と、新型コロナウイルス感染症の影響で生活に制限がかけられているよ

うな状況で、公民館活動などの行事ごとが、軒並み中止となり人と接す

る機会も段々薄れてきてしまっています。私は、地域の高齢者の見守り



活動も行っているのですが、訪問もままならず、感染予防の観点から病

院への通院があまりできていないお年寄りの方がいることを不安に思っ

ています。また、家族が入院した場合においても、面会制限で家族に会

えないといった状況が続いており、早く新型コロナウイルス感染症の終

息を願っています。職員の皆様は、感染と隣り合わせで、毎日神経を尖

らせながらの業務、本当に感謝しております。今後も、安心してかかる

ことのできる病院を作っていって下さい。 

（中園委員長） 

 ありがとうございます。今後も、院内の感染対策の強化へ引き続き取

り組み、地域住民の皆様が、安心して通える半田病院の構築を図って参

ります。 

 伊庭委員お願いできますでしょうか。 

（伊庭委員） 

 今般の新型コロナウイルス感染症の蔓延で感じたのは、病院というと

ころは、非常に多岐に渡る役割があるのだと、改めて実感をしておりま

す。ご報告にもありましたように、病院は病気を治すだけでなく、健診

でも地域の方々の健康を守ることができるのだと、今後も、地域に寄り

添った病院運営を期待しています。 

（中園委員長） 

 ありがとうございます。 

 続いて、半田病院労働組合代表の藤浦委員お願いします。 

（藤浦委員） 

 このような場で発言する機会をいただき、ありがとうございます。私

たち組合は、笑顔で働き続けることができる職場の構築を目標に活動し

ています。そのためには、病院で働く組合員にとって働きやすい労働条

件や労働環境が整えられることが必要であると考えており、部署の垣根

を超えて、少しでも働きやすい職場環境になればと、定期的に話し合い

を行っています。今年の３月、組合員に例年行っているアンケートを行

いました。新型コロナの影響もある中ではありますが、組合員の大半を

占める看護部で昨年に比べ、働きやすい環境へ上向いている回答を得る

ことができました。これは産休・育休・病休者の復帰や看護部長さんの

配慮のおかげであると思われます。心より感謝しております。ありがと



うございました。新型コロナウイルスの第２波が懸念される中、今後、

病院内で新型コロナウイルス感染者を診療したり、看護したりする場面

が出てくるかもしれません。そんな中、６月２６日に徳島県で医療機関

等へ支援する「徳島県医療従事者支援事業」が創設されました。また、

７月６日には徳島県議会にて６月の補正予算が通り、医療従事者支援と

して数億円のお金も確保されているようです。今後、新型コロナウイル

ス感染者への応対、看護、治療などをしなければいけない場面が来た際

には、徳島県の医療従事者支援事業へ沿った対応をしていただきたいと

思っております。最後に、私たち組合員は町立病院の使命である、「町

民の命と健康を守る」ために日々、努力しております。各組合員が持っ

ている知識と技術、経験を遺憾なく発揮することで質の高い医療、看護

を提供できると考えております。今後とも当局の方々には、できるだけ

多くの組合員が笑顔で働き続けられる職場づくりにご協力いただきたい

と思います。どうかよろしくお願いいたします。ご清聴ありがとうござ

いました。 

（丸笹委員） 

 香川県のさぬき市民・高松市立みんな・坂出市立の各病院が共同開催

している病院経営ゼミの「谷田ゼミ」に、当院も参加させていただいて

おりますが、その際に谷田委員から「半田病院の理想の姿は」という質

問がありました。私は、病院の実情も考え「収益があり、健全経営の病

院」と答えました。谷田委員からは「公立病院として収益だけを考える

のは悲しいことです」と話していただいたことを思い出しました。確か

に減少傾向にありますが、今でも、外来７万・入院３万人の患者さんが

当院を利用されています。これからは、公立病院の責務の実現と、利用

していただける患者さんとの信頼関係を築き、愛される病院を目指した

いと考えています。もちろん、収益をあげることも重要です。開設者で

あるつるぎ町とも連携しながら、地域と共に歩む病院にしたいと考えて

いますので、どうぞよろしくお願いします。 

（岸委員） 

 ファーストレベル研修で谷田委員の講義を受け、今もまたこのような

形で講義を受けられていることを大変嬉しく思います。 

 今回の内容にもありましたように、人件費が高くなっているというこ



と。看護師は１００人程おり、病院の中で１番大きな組織ですが、産休

育休で１２人程休んでいました。今年７月までに復帰してくれましたが、

その休みを、現場で勤務している者は一生懸命カバーをしています。私

達の時代は、産休終えるとすぐに復帰していましたが、今は、３年休む

職員もいますので、夜勤人員など確保するのが困難な状況です。ただ、

若い職員が多いというのは活気があり喜ばしいことだと思います。限ら

れた人数の中で、有効な人員配置を考えながら、触発される親しい仲間

がいて、やりがいがある仕事があり、精神的にも物理的にも報われる職

場を作るよう努力していきたいと思っています。 

（中園委員長）  

 ありがとうございました。  

 それでは、最後に須藤管理者より一言いただきたいと思います。よろ

しくお願いします。 

（須藤管理者）  

 谷田委員からは、いろいろなご指摘をいただきありがとうござ

いました。交付金が適正に使われているかに関しましては、交付

金というものが、真っ当な医療を行っても赤字の出る不採算医療、

例えば、救急医療や小児医療などへの補助であることからすると、

当院の医業収益が減少していることへの単なる補助として交付金

を充てているのは、どうなのかとのご指摘、また、救急医療の実

績が減っていることに関しては、地域の医療を支える病院として、

交付金を頂戴していることからしてもどうなのかと苦言をいただ

きました。交付金を頂いている身としては、真摯に受け止めるべ

きことであると思います。しかし、救急医療に関しては、先程、

仁木委員が述べられたように、今の医療は非常に専門化が進んで

おり、広く浅くなら診療可能であるのですが、専門的になると難

しくなるため、全ての救急をお受けすることは難しくなっていま

す。ただ、当院を入院・外来と利用されている方が、つるぎ町に

止まらず、県西部の広い範囲から利用していただいていることで

地域には貢献できているのではと思っています。  

 県立三好病院の掛田委員からは、在庫管理や、業務委託の見直

し推奨。また、段ボール箱をゴミ捨てすることなく、廃品回収へ



出すことで収益への貢献に繋がる事例をご教示いただきました。

当院でも年に１回、ＱＣ（クオリティーコントロール）活動を通

じて、院内で無駄を無くし、経費削減をしている事例の報告会が

あります。  

 市立三野病院の平尾委員からは、当院と同じく地域包括ケア病

床の運用でご苦労されている報告をいただきました。当院では、

市立三野病院さんが、県立三好病院さんの特に整形外科と上手く

連携されていて、多数の患者さんを受け入れられていることを伺

っており、今後も参考にさせていただきたいと思っております。  

 また、住民代表として竹田委員からは、コロナ禍で公民館活動

ができず、高齢者の訪問もままならず、病院へ通院していないお

年寄りがいることは心配であると、また、入院しても面会制限で

家族も会えないようになっていることも心配であるとお聞きしま

した。ご指摘いただいた安心してかかることのできる病院であり

たいと思っています。伊庭委員よりは、地域に寄り添った病院、

健康を守る病院になってほしいとエールをいただきました。あり

がとうございました。  

 組合代表の藤浦委員からは、アンケート調査の結果から「働き

やすい職場になりつつある」と、報告をいただきました。ありが

たく感じております。  

 以上の多数のご意見を参考にして、中園病院長を中心に半田病

院が良くなっていくことを信じています。本日はありがとうござ

いました。  

（中園委員長） 

 ありがとうございました。 

 それでは、皆様長時間お疲れ様でした。ありがとうございました。来

年もよろしくお願い申し上げます。 


